
 
 
 
 
 

 

 

 

 

基本目標Ⅱ あらゆる分野における男女の参画機会の確保 
 
【考え方】 

男女共同参画社会の実現にあたっては，あらゆる分野において，男女が対等なパートナ

ーとして参画していくことが必要です。しかし，審議会や各種委員会における女性の占め

る割合は依然として低い状況にあります。女性の意見を政策・方針決定過程に反映させる

ため，女性の人材の育成・発掘に努め意思決定の場における女性の参画を進めます。 

 
施策の方向６ 地域社会における男女共同参画を促進する 
 

市民主体のまちづくりを推進するためには，男女がともに地域活動に参画し，地域の連帯感を深め

ていくことが必要です。このため地域におけるボランティア活動の支援や，地域活動の活性化を図る

など，地域社会における男女の共同参画を進めます。また，自治会などの地域の社会活動組織におい

て女性が積極的に参加できるよう支援します。 

 

 

目 標 値  ボランティア及び市民活動グループの代表者の女性比率 

     ４３．９％  →  ４２．３％  →  ５０．０％ 

（平成１４年度）    （平成１８年度）   （平成 19 年度） 

                  
（％） 
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目標値 

（市民活動サポートセンター登録団体調査） 
 
 
 
 
 

平成１８年度のボランティア及び市民グループの代表者の女性比率（市民活動

サポートセンター登録団体の代表者の女性比率）は４２．３％で，前年度より 

２．３ポイント下がりました。 
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重 点 施 策・事 業 

◆ 地域団体等への啓発（事業番号５５）  

   自治会やＰＴＡなど地域活動組織において，実際に活動している人の名称で登録することを奨

励するなどし，女性が参画しやすい環境・雰囲気をつくります。 

項  目 
平成 1５年度 

実績 

平成 1６年度 

実績 

平成 1７年度 

実績 

平成 1８年度 

実績 

活動 

指標 

啓発回数 随時 随時 随時 随時

成果 

指標 

単位自治会長の女性

の人数 

1３人 1３人 1６人 １４人

 

◆ 市民活動サポートセンターの運営充実（事業番号５６）  

   市民との協働を進めるため，サポートセンターにおいて社会に貢献しようとする市民等を支援 
し，ボランティア活動を通して女性の社会参画のきっかけをつくります。 

 

項  目 
平成 1５年度 

実績 

平成 1６年度 

実績 

平成 1７年度 

実績 

平成 18 年度 

実績 

サポートセンター利

用者数 

 

１４，３７４人 １７，０６８人 １６，２０５人 ２０，０００人

情報誌の発行 

 

25，200 部 25，200 部 25，200 部 25，200 部

活動

指標 

まちづくりについて

話し合う会開催回数 

1２回 1２回 1０回 1０回

市民活動団体の代表

者の女性比率 

４４．１％ ４５．０％ ４４．６％ ４２．３％成果

指標 

サポートセンターの

登録団体数 

 

３２７団体 ３７２団体 ４３５団体 ４４０団体

 

◆ 保健と福祉のボランティア活動の支援（事業番号５７）  

   福祉ボランティアの活動を促進し，ボランティアセンターへの登録者数を増やし，保健と福祉

のボランティア活動に関心のある人が参画するきっかけをつくります。 

 

項  目 
平成 1５年度 

実績 

平成 1６年度 

実績 

平成 1７年度 

実績 

平成 1８年度 

実績 

活動

指標 

シニアボランティア

養成講座の開催 

 

０回 １回 １回 ４回

成果

指標 

シニアボランティア

養成講座の参加者数 

 

０人 １６人 １２人 １４人

(男性 6，女性 8)
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現 状 

平成１８年度に行った市民意識調査によると，女性で社会的活動に参加していない

人の割合は，前回調査と比較して６ポイント減少し，また，自治会等の地域活動への

参加者は前回調査より２ポイント上昇しました。（下図参照） 

一方，ボランティア及び市民グループの代表者の女性比率は，前年度比２．３ポイ

ント下落し，また，女性の単位自治会長の人数も１６人から１４人に２人減りました。 

このことから，女性の社会活動・地域活動への参加は増えているものの，代表的役

割を担う人は依然として男性が多いということが分かります。 

 

女性の社会的活動の参加状況

14.5

16.9

42.6

12

14.9

51.6

0 10 20 30 40 50 60

PTAや子ども会の活動

自治会等の地域活動

特にない

平成１８年度（今回）調査 平成１３年度（前回）調査

 

（％）

課 題 

女性が社会的活動や地域活動の中で，代表的役割を担えるよう意識改革も含め，さ

まざまな場の提供をする必要があります。 

 

対 応 

 各種ボランティア養成講座等を通し，参加ではなく「参画（単なる参加ではなくよ

り積極的に意思決定過程へ加わること）」することの意義についての気づきを促し，さ

まざまな分野での活動につなげます。 
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施策の方向７ 政策・方針決定過程への女性の参画を促進する 
 

男女共同参画社会を実現するためには，政策・方針決定過程への女性の参画を進めていくことが極

めて重要です。このため，市の審議会や委員会への女性委員の割合を高め，男女双方が政策や方針に

参画できるように配慮します。また，女性農業者等が経営主と対等のパートナーとして経営等に参画

できるよう支援します。 

 

目 標 値  各種審議会等委員に占める女性の割合 

    ２１．２％  →  ２３．１％  →  ３０．０％ 

（平成１４年度）   （平成１８年度）   （平成 1９年度） 

                     
（％） 

30.0

21.2
23.122.823.123.1

0

5

10

15

20

25

30

35

平成14年度 15 16 17 18 19

 

目標値 

（宇都宮市各種審議会等委員調査） 

 
 
 
 

 

 

重 点 施 策・事 業 

◆ 各種審議会等委員への女性の登用の促進（事業番号６１）  

 女性委員のいる審議会等の割合を増やすとともに，各種審議会等委員への女性の登用を促進します。 
 

項  目 
平成 1５年度 

実績 

平成 1６年度 

実績 

平成 1７年度 

実績 

平成 1８年度 

実績 

公募委員募集（市民

へ周知）回数（新規・

更新募集案内等） 

１２回 ８回 ６回 １０回活動

指標 

各種審議会等への女

性登用に関するＰＲ

回数（庁内外周知） 

１回 １回 ２回 ２回

成果

指標 

各種審議会等委員に

占める女性の割合 

２３．１％   ２３．１％ ２２．８％ ２３．１％

 平成１８年度の各種審議会等委員に占める女性の割合は，２３．１％で 

０．３ポイント上昇しました。 
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◆ 農村女性の各種委員会等委員への登用の促進（事業番号６２）  

   農業・農村に重要な役割を果たしている女性の意見を反映させるため，農業振興対策協議会や

水田農業推進協議会等各種委員会等への女性の登用を促進します。 
 

項  目 
平成 1５年度

実績 

平成 1６年度

実績 

平成 1７年度

実績 

平成 1８年度

実績 

活動

指標 

女性登用を図る各種委員

会・組織等の数 

 

７ ５ ５ ３

成果

指標 

農村女性の各種委員会委

員等への登用率 

 

１７．０％ １６．０％ １６．０％ 

 

１０．１％

 

◆ 家族経営協定締結の促進（事業番号６３）  

   女性農業者及び後継者が経営主と対等に経営に参画することを明確に文書で取り決める協定

件数を増やします。 

項  目 
平成 1５年度

実績 

平成 1６年度

実績 

平成 1７年度 

実績 

平成 1８年度

実績 

活動

指標 

農家個別訪問数 

 

２６戸 ５０戸 ５０戸 ２９戸

成果

指標 

家族経営協定数（累計） 

 

１１９家族 １２８家族 １３７家族 １５０家族

 

現 状 

農村女性の各種委員会等委員への登用が低調です。新規の各種委員会等が３組織あ

りましたが，うち 2 組織で女性委員の登用なし，１組織が 1 名のみ登用という状況で

した。 

 

課 題 

 審議会等委員の登用に際して，従来，職務指定で選任していたものについては，そ

の必然性について引き続き検討する必要があります。 

 

対 応 

他市の取組事例等を参考としながら，登用促進策を検討します。 
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施策の方向８ 女性の人材を発掘し育成する 
 

女性が，社会のあらゆる分野における政策及び方針の立案や決定の場に参画できるよう，女性の能

力開発や人材の育成に取り組みます。 

特に，男女共同参画を推進する地域リーダーの養成を図ります。 

また，新たな人材を発掘するため女性の人材に関する情報を収集し，女性人材リストを整備するこ

とにより，各種審議会・委員会などへの女性の積極的な登用を図ります。 

 

目 標 値  女性人材リスト登録者数 

       １０５人  →  １３７人  →  １６０人 

      （平成１４年度） （平成１８年度）  （平成１９年度）           

（人） 
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（宇都宮市男女共同参画課登録者数） 

 
 
 
 
 

 

重 点 施 策・事 業 

◆ 働く女性のための人材育成（事業番号６７）  

   働く女性を育成するため，パソコン講習などの各種講座への受講参加者を増やします。 

項  目 
平成 1５年度 

実績 

平成 1６年度 

実績 

平成 1７年度 

実績 

平成１８年度 

実績 

活動

指標 

勤労者・求職者向けの

各種講習会受講者数 

 

２３６人 ２０９人 １８８人 ２３５人

１８年度に女性人材リストを更新し，登録者が２名増えました。 

目標値 
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◆ 農村女性リーダー育成の支援（事業番号６９）  

   農業経営に関わっている農村女性グループからの起業を促進するため，リーダー研修会の参加

者を増やします。 
 

 

項  目 
平成 1５年度

実績 

平成 1６年度

実績 

平成 1７年度

実績 

平成 1８年度

実績 

活動

指標 
研修会等の参加者数 ７３人 １１０人 １０４人 ９８人

成果

指標 

農村女性の起業件数 

 

１件 １件 ０件 １件

◆ 女性の人材情報の整備（事業番号７５）  

   審議会等への女性の参画拡大のため，女性の登載を働きかけ，女性人材リストを整備充実する

とともに，各分野への活用を図ります。 

項  目 
平成 1５年度

実績 

平成 1６年度

実績 

平成 1７年度

実績 

平成 1８年度

実績 

活動

指標 
女性人材リストの登録者数 １０５人 １３５人 １３５人 １３７人

 

現 状 

 各種の研修等により，人材育成に努めています。各種研修に多くの女性が参加してお

り，学習意欲が高いことがうかがえます。 

課 題 

 研修等に参加し力をつけた女性が，その後，活躍できるよう，さらなる能力開発や機

会を提供する必要があります。 

対 応 

女性が審議会等で期待される活躍ができるよう，女性リーダーステップアップ講座を

開催し，市政全般を知り，課題解決にむけた適切な提言ができる人材を育てます。 

平成１９年度 新規・拡充事業 

事業番号 施策･事業 具体的内容 担当課 

１４２ 

新規 

 

女 性リーダ
ー ステップ
ア ップ講座
の開催 

政策形成決定過程における女性の参画を促進するため，審議

会等委員などに必要とされる知識や表現力を身につける講座を

開催する。 

 

男女共同参画課 
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